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町 の 人 口ー―、 

人 口 9,474 人 （減8) 

男 4,537 人 （増’7) 

女 4,937 人 （減15) 

世帯数 2,980世帯（減22) 

出生 9人 転入 64人 

死亡 12人 転出 69人 

(54年3月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（渡りぞめで開通を祝う住民たち・4 月13日） 

「上野橋」が開通 
木村さん・山本さん親子3代夫婦を先頭に渡りぞめ 

彦山川にかかる上野橋力咲三成し、 4月13日午前11時から盛大に開通式力折われました。 

上野橋は50年から同和対策事業で総工費約6億円をかけて新設されたもので、長さ217m、 

幅7.75mで片側に幅1.5mの歩道がついている。この橋の完成により、現庇建設中の田川～ 

直方線バイパスと赤池～小竹線バイパスが直結されたことになり、町の主要なかけ橋とな 

った。開通式では池永町長ら関係者によりテープカットされ、木村由夫さん（市場）、山本 

米市さん（赤池）親子3代夫婦を先頭に、4学校の鼓笛隊や地元住民か続いて渡りぞめを行 

いました。 
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町
議
会
議
員
十
八
人
決
ま
る
 

ー
 
ー
五
月
に
臨
時
町
議
会
を
開
催
ー
 

一 

四
月
十
五
日
に
告
ホ
さ
れ
た
赤
池
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
町
議
会
議
員
 

一
十
九
人
（
定
数
十
八
人
）
が
立
候
補
届
を
行
な
い
、
二
十
二
日
投
票
が
行
わ
れ
 

〈
次
の
方
々
が
新
議
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

一 

投
票
率
は
九
十
三
、
七
九
智
と
い
う
高
い
も
の
で
し
た
。
 

麟
 

「
 

上野保育所が完成
上野保育所平面図 

-4 月4日より保育開始― 屋外遊戯場 

含一 

（清き一票を投じる有権者たち） 

‘

、

？

 

f
ー× 

J “、．．‘ー、．，~‘、‘．・一‘、，“ー、，．・ 

上
野
徳
市
に
同
和
対
策
事
業
で
総
工
 

費
約
七
千
七
百
三
十
万
円
の
保
育
所
が
 

去
る
三
月
二
十
日
完
成
し
、
四
月
四
日
 

よ
り
保
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

こ
の
保
育
所
は
、
旧
保
育
所
が
建
設
 

後
約
二
十
八
年
が
経
過
し
、
狭
隆
な
敷
 

地
に
継
足
建
銃
木
で
あ
っ
た
た
め
、
園
児
 

の
保
育
施
設
の
管
理
運
営
に
非
常
に
不
 

優
所
 
押
入
 

ロ 
\ 

保育室 

保育室 
.h
ん
 

?II 
‘りノ 

」

ー
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保育室 保育室 遊戯室 

倉

庫

 
機
械
室
 

に

ー

レ

 

一I 
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保
健
室
 

休
憩
室
 

教員室 玄関

全 
’博】陣lト！巽え 

'' 

舞麟舞議舞編 

便
さ
と
児
童
の
健
 

全
育
成
の
面
か
ら
 

も
劣
悪
の
状
態
で
 

あ
っ
た
た
め
、
昨
 

新
し
く
決
ま
っ
た
議
員
十
八
人
の
人
 

た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
町
民
の
 

代
表
と
し
て
町
政
に
参
加
さ
れ
、
本
町
 

の
発
展
の
た
め
に
活
動
さ
れ
ま
す
。
 

町
議
会
は
、
定
例
会
が
年
四
回
（
六
 

月
、
九
月
、
十
二
月
、
三
月
）
に
開
か
 

.

 れ
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
 

臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

こ
の
議
会
で
議
員
の
人
た
ち
は
、
町
 

の
条
例
の
改
廃
、
予
算
の
決
定
、
決
算
 

の
認
定
な
ど
町
政
運
営
上
の
重
要
な
こ
 

と
が
ら
を
審
議
さ
れ
ま
す
。
 

新
し
い
町
議
会
議
員
に
よ
る
臨
時
町
 

議
会
が
五
月
中
に
開
か
れ
、
こ
の
中
で
 

議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
 

総
務
、
産
建
、
厚
生
の
三
つ
の
常
任
委
 

員
会
の
委
員
長
も
決
ま
り
ま
す
。
 

〈
町
議
会
議
具
 

五
十
音
順
 

〇
無
所
属
 
池
田
 

頼
（
新
）
 

o
 

” 

池
田
 
利
文
（
現
）
 

〇
 

ガ 

池
田
 

勝
（
現
）
 

〇
 

ク 

井
上
牛
之
助
（
現
）
 

〇
 

ガ 

浦
田
 

勇
（
現
）
 

〇
 

r 

木
村
 
信
行
（
新
）
 

〇
 

r 

清
原
 
義
則
（
現
）
 

〇
 

ガ 

小
松
千
太
郎
（
現
）
 

〇
公
明
党
 
小
松
 

保
（
現
）
 

〇
無
所
属
 
小
松
ト
ク
ォ
（
新
）
 

年
八
月
よ
り
工
事
が
開
始
さ
れ
、
建
設
 

場
所
も
上
野
原
か
ら
同
徳
市
に
移
転
全
 

面
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
園
舎
の
概
況
 

●
定
員
 

一
一
一
〇
名
（
一
五
〇
名
の
収
 

容
可
能
）
 

●
建
面
積
 
五
四
一
、
九
七
秤
ー
（
鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
）
 

※
保
育
虫
る
 
二
四
八
、
三
〇
呼
l
時
 

※
遊
戯
去
あ
 

九
〇
、
二
五
呼
ー
妨
 

※
教
員
虫
あ
 

三
〇
、
〇
〇
呼
ー
時
 

※
保
健
虫
あ
 

七
、
二
六
が
島
 

〇
無
所
属
 
小
松
 
政
清
（
現
）
 

〇
 

” 

武
末
 
義
信
（
現
）
 

〇
 

方 

立
花
 
杉
夫
（
現
）
 

〇
 

万 

早
麻
 

豊
（
現
）
 

〇
 

ガ 

日
高
 

進
（
新
）
 

〇
 

ガ 

平
元
 
光
年
（
新
）
 

〇
 

ガ 

水
水
 
康
雄
（
現
）
 

〇
呆
共
産
党
 

山
下
 
次
男
（
現
）
 

県 知 事 

県議会議員 

選

挙

 の
 

投
票
結
果
 

四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
、
県
知
事
、
 

県
議
会
議
員
選
挙
は
小
雨
の
中
で
行
わ
 

れ
、
八
十
・
二
五
ダ
ト
の
投
票
率
で
し
 

た。 
開
票
は
、
即
日
、
町
民
会
館
で
行
わ
 

れ
、
各
候
補
者
の
得
票
数
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

⑥
選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
、
六
千
八
 

百
八
十
五
人
で
し
た
。
 

〈
県
知
事
〉
 

得
票
順
 

〇
無
所
属
 
亀
井
 

光
 

二
、
八
九
九
 

〇
無
所
属
 
っ
ぼ
ぬ
ま
寿
義
 

ニ、三七」一 

※
候
補
者
得
票
数
の
合
計
兵
ニ
七
二
 

※
無
効
投
票
数
 

一一五」一 

〈
県
議
会
議
昌
…
・
得
票
順
 

〇
社
会
党
 
中
村
 
邦
臣
 

一
、
九
五
九
 

〇
無
所
属
 

ニ
ム
ラ
法
文
 

一
、
六
八
七
 

〇
自
由
民
主
党
白
田
中
 

仁
 

八
九
四
 

〇
民
社
党
 
土
井
 
秀
信
 

七
九
五
 

※
候
補
者
得
票
数
の
合
計
五
、
」
三
五
 

※
無
効
投
票
数
 

一八七 

、
ー
ノ
 

、
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ノ
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※
休
憩
虫
あ
 

一
一
一
、
一
五
坪
ー
 

※
給
食
虫
あ
 

三
〇
、
〇
〇
呼
ー
ト
防
 

※
調
乳
虫
あ
 

四
、
二
五
秤
ー
ト
妨
 

※
沫
浴
虫
あ
 

一
三
、
七
五
秤
ー
ト
防
 

※
発
室
兼
ホ
フ
ク
お
六
三
、
〇
〇
叫
ー
 

※
そ
の
他
 

二
二
三
、
六
六
秤
ー
ト
肪
 

園長 黒土 武夫 

桜
花
ら
ん
ま
ん
咲
き
乱
れ
る
四
月
四
 

日
、
上
野
保
育
所
の
新
園
舎
で
入
園
式
 

を
迎
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
に
県
や
町
、
又
各
関
係
者
 

方
の
ご
協
力
の
お
蔭
と
厚
く
感
謝
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

先
輩
園
児
と
新
入
園
児
の
元
気
あ
ふ
 

れ
る
お
顔
。
み
ん
な
よ
い
子
ば
か
り
。
 

こ
れ
か
ら
園
児
た
ち
は
集
団
生
活
に
一
 

日
も
早
く
慣
れ
て
、
幼
児
教
育
を
受
け
 

自
立
の
精
神
タ
兼
《
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
に
は
家
庭
の
お
父
さ
ん
、
お
母
 

さ
ん
方
の
ご
協
力
と
、
保
母
の
先
生
方
 

の
大
変
な
努
力
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

将
来
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
幼
児
 

た
ち
で
す
。
な
に
よ
り
も
初
歩
が
一
番
 

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
度
、
わ
た
く
し
新
園
長
に
就
任
 

し
、
新
た
め
て
幼
児
教
育
の
重
大
さ
を
 

感
じ
て
お
り
ま
す
と
同
時
に
、
こ
れ
か
 

ら
は
保
母
の
先
生
方
と
一
体
に
な
り
、
 

☆ 
和
名
 
皐
月
（
さ
つ
き
）
 

さ
つ
き
の
花
が
咲
く
意
味
と
早
苗
を
 

植
え
る
早
苗
月
を
つ
づ
め
て
五
月
を
皐
 

月
と
い
う
。
 

1
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
庫
 

2
日
（
水
）
 

3
日
（
木
）
 

5
日
（
土
）
 

6
日
（
日
）
 

7
日
（
月
）
 

8
日
（
火
）
 

10 

日
（
木
）
 

11 

日
（
金
）
 

13 

日
（
日
）
 

14 

日
（
月
）
 

15 

日
（
火
）
 

16 

日
（
水
）
 

17 

日
（
木
）
 

18 

日
（
金
）
 

21 

日
（
月
）
 

27 

日
（
日
）
 

30 

日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
庫
ン
タ
世
 

メ
ー
デ
ー
 

八
十
八
夜
 

憲
法
記
念
日
 

博
多
ど
ん
た
く
 

こ
ど
も
の
日
 
端
午
 

立
夏
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
ー
ン
タ
m
) 

世
界
赤
十
字
デ
ー
 

愛
鳥
週
間
は
じ
ま
る
 

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施
 

二
十
日
ま
で
の
十
日
間
 

町
民
体
育
祭
（
雨
天
の
場
 

合
は
 20 

日
に
順
延
）
 

母
の
日
 

種
痘
記
念
日
 

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日
 

風
治
八
幡
川
渡
り
神
幸
祭
 

十
七
日
ま
で
（
田
川
市
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
昨
ン
タ
世
 

国
際
善
意
デ
ー
 

小
満
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
m
) 

消
費
者
の
日
 

園
児
た
ち
の
育
成
に
精
一
杯
努
力
し
て
 

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ど
う
か
皆
様
方
の
ご
協
力
を
重
ね
て
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

慧原田信子 

福
智
山
を
真
上
に
、
上
野
が
一
望
出
 

来
る
高
台
に
建
設
さ
れ
た
、
す
ば
ら
し
 

い
保
育
所
。
 

町
長
さ
ん
は
じ
め
、
部
落
解
放
同
盟
 

や
大
勢
の
皆
様
方
の
お
陰
だ
と
感
謝
致
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

四
月
か
ら
、
こ
の
新
園
舎
で
の
生
活
 

を
は
じ
め
て
い
ま
す
が
慣
れ
な
い
為
、
 

少
々
と
ま
ど
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
 

に
か
新
し
い
環
境
に
慣
れ
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
も
広
々
と
し
た
園
庭
で
 

力
い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
わ
り
、
完
備
さ
れ
 

た
保
育
室
で
の
生
活
、
ほ
ん
と
う
に
こ
 

の
上
な
い
保
育
所
で
す
。
 

こ
の
す
ば
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
 

保
育
所
を
最
大
限
に
生
か
し
、
一
人
一
 

人
の
お
子
さ
ん
た
ち
を
大
切
に
し
て
、
 

無
限
に
伸
び
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
 

お
子
さ
ん
た
ち
の
為
に
、
充
実
し
た
保
 

育
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

今
後
と
も
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
指
導
 

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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全
国
公
募
書
道
祭
開
か
る
 

「
文
部
大
臣
賞
」
に
藤
村
佳
代
さ
ん
（
中
二
）
 

（入賞されたみなさんたち・田川市体育館で） 

呉
流
会
主
催
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
 

西
日
本
新
聞
、
田
川
文
化
連
盟
、
日
本
 

教
育
書
道
連
盟
後
援
に
よ
り
、
三
月
111 

十
日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
の
三
日
間
、
 

田
川
市
体
育
館
に
お
い
て
第
十
三
回
全
 

国
公
募
書
道
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

北
は
北
海
道
よ
り
関
西
ー
四
国
、
九
 

州
各
県
よ
り
出
品
さ
れ
、
当
日
は
あ
い
 

に
く
と
雨
天
で
し
た
が
、
三
日
間
で
の
 

参
観
者
数
は
二
干
数
十
名
と
い
う
盛
会
 

の
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
 

当
赤
池
か
ら
も
多
数
の
入
賞
者
を
出
 

し
、
赤
池
中
、
小
学
生
の
入
賞
者
は
次
 

の
通
り
で
す
。
 

⑥
毛
筆
総
点
数
二
千
点
 

⑥
硬
筆
総
点
数
千
五
百
点
、
 

文
部
大
臣
賞
藤
村
佳
代
さ
ん
（
中
ニ
）
添
 

田
町
々
長
賞
浦
田
英
仁
さ
ん
（
小
六
）
金
田
 

町
議
会
議
長
賞
坂
元
美
延
さ
ん
（
小
五
）
添
 

田
町
教
育
長
賞
鳥
み
の
り
戸
（
小
五
）
方
 

城
町
教
育
長
賞
久
原
美
幸
さ
ん
（
中
二
）
呉
 

ゆっくり走ろう交通安全 

流
会
宮
山
賞
久
原
利
恵
さ
ん
（
小
六
）
中
上
 

清
松
堂
賞
綿
貫
仁
子
さ
ん
（
小
六
）
ヒ
ロ
カ
 

ネ
賞
坂
元
か
お
る
戸
（
小
」
「
 
珠
坂
賞
高
 

林
広
美
さ
ん
（
小
四
）
瀬
利
賞
石
元
久
美
さ
ん
 

（
小
ー
ハ
）
 

【特 

選】 

浦
上
律
子
戸
（
中
こ
 
今
畑
明
美
戸
（
中
 

一）
 

日
高
寿
代
さ
ん
（
小
六
）
平
野
直
子
戸
 

（
小
六
）
小
松
尚
子
さ
ん
（
小
六
）
高
林
真
奈
 

美
さ
ん
（
小
六
）
熊
谷
弐
部
さ
ん
（
小
六
）
高
林
 

泰
介
さ
ん
（
小
六
）
浦
田
義
人
さ
ん
（
小
五
）
稲
 

垣
和
泉
戸
（
小
一
）
 

※
学
年
は
旧
学
年
の
ま
ま
で
す
。
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r54年春の交通安全福岡県民運動」 

春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
交
通
安
全
 

思
想
を
広
く
普
及
徹
底
し
、
正
し
い
交
 

通
ル
ー
ル
と
安
全
な
行
動
の
実
践
を
習
 

慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
 

o
 

肌
寒
い
小
雨
の
中
で
 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
 

解
放
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ー
 

部
落
の
子
ど
も
を
と
り
ま
く
現
実
は
 

き
わ
め
て
き
び
し
い
状
況
で
あ
り
、
不
 

況
、
イ
ン
フ
レ
の
影
響
を
部
落
は
集
中
 

的
に
う
け
て
い
ま
す
。
 

そ
の
こ
と
は
「
地
名
総
鑑
、
部
落
リ
 

ス
ト
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
部
落
差
 

別
に
よ
る
親
た
ち
の
労
働
条
件
、
教
育
、
 

地
域
環
境
の
劣
悪
さ
な
ど
と
深
く
か
か
 

わ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
低
 

学
力
、
非
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
で
 

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
自
ら
の
 

お
か
れ
て
い
る
社
会
的
立
場
を
自
覚
さ
 

、
宣
誓
を
す
る
平
川
勝
文
く
ん
」
 

〈
左
は
小
松
会
長
 

、 

せ
、
部
落
差
別
と
た
た
か
う
解
放
子
ど
 

も
会
の
活
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
 

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
県
下
各
地
で
の
現
状
は
、
 

部
落
解
放
運
動
の
中
に
解
放
子
ど
も
会
 

の
組
織
化
が
な
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
会
 

も
あ
れ
ば
、
学
力
補
充
だ
け
の
子
ど
も
 

会
、
あ
る
い
は
、
ま
っ
た
く
子
ど
も
会
 

運
動
が
な
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
 

よ
う
で
あ
る
が
、
当
町
に
お
い
て
は
赤
 

池
適
協
の
指
導
よ
ろ
し
き
を
得
て
、
年
 

々
解
放
子
ど
も
会
の
活
動
も
活
発
化
し
、
 

着
実
に
そ
の
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

、
大
谷
子
ど
も
会
対
高
尾
子
ど
も
会
」
 

「
打
者
浦
田
一
郎
く
ん
 

、 
、
 止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
目
的
と
し
て
 

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

【
実
施
期
間
】
 

5
月
 11 

日
（
金
）
1
5
月
 20 

日
（
日
）
ま
 

で
の
 10 

日
間
 

【
運
動
の
重
点
】
 

①
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、
特
に
 

子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
 

②
目
動
二
輪
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
 

の
交
通
事
故
防
止
 

Q
右
者
の
暴
走
運
動
の
防
止
と
安
全
運
 

転
の
確
保
 

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
 

【
実
践
事
項
】
 

※
歩
行
者
は
 

●
右
側
通
行
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
 

●
曲
り
角
で
は
必
ず
安
全
を
確
か
め
ま
 

ー
よ
、
つ
 

●
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
、
し
な
い
 

よ
、
っ
に
し
ま
し
ょ
、
つ
 

※
運
転
者
は
 

●
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
わ
き
見
運
 

転
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
 

●
酒
気
帯
び
運
転
、
過
労
運
転
は
や
め
 

ま
し
ょ
、
つ
 

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
 

54 

年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

※
運
転
者
向
け
 

●
せ
ま
い
道
 
大
き
く
広
げ
る
 
ゆ
ず
 

り
あ
い
 

※
歩
行
者
向
け
 

●
曲
が
り
か
ど
 

い
つ
も
危
険
が
か
く
 

れ
て
い
る
 

※
子
供
向
け
 

●
や
っ
て
る
か
い
 

一
度
止
ま
っ
て
 

右
左
 

54 

年
度
の
失
業
対
策
事
業
 

失
業
対
策
制
度
事
業
は
当
産
炭
地
域
 

の
長
期
に
わ
た
る
経
済
不
況
と
雇
用
不
 

安
の
中
で
唯
一
の
就
労
の
場
と
し
て
、
 

産
業
基
盤
の
整
備
、
環
境
の
整
備
等
一
 

定
の
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。
 

又
、
今
年
度
着
工
予
定
の
下
田
川
巡
 

還
道
路
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
幹
 

線
下
水
道
、
住
宅
団
地
の
整
備
等
ま
だ
 

ま
だ
街
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
が
必
要
 

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

現
行
の
制
度
事
業
が
尚
一
層
住
民
の
 

生
活
と
密
着
し
、
全
住
民
の
要
望
と
賛
 

同
を
得
ら
れ
る
事
業
と
し
て
活
用
さ
れ
 

る
よ
う
創
意
と
努
力
が
な
さ
れ
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

解
放
子
ど
も
会
の
横
の
連
携
を
密
に
 

し
、
和
を
ひ
ろ
げ
、
団
結
と
よ
り
一
層
 

強
力
な
子
ど
も
会
を
目
ざ
す
と
共
に
、
 

差
別
に
負
け
な
い
、
心
身
共
に
す
こ
や
 

か
な
子
ど
も
達
の
育
成
を
目
的
と
し
て
 

赤
池
適
協
と
赤
池
町
教
育
委
員
会
共
催
 

に
よ
り
、
四
月
一
日
回
午
前
九
時
よ
り
 

赤
池
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
解
 

放
子
ど
も
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
 

開
催
し
ま
し
た
。
 

各
支
部
か
ら
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
 

蓮
協
小
松
会
長
ほ
か
各
支
部
の
役
員
多
 

数
が
見
守
る
な
か
試
合
開
始
、
当
日
は
 

あ
い
に
く
朝
か
ら
空
模
様
が
悪
く
肌
寒
 

い
一
日
で
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
 

元
気
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
に
専
念
 

。 

〈
第
一
試
合
〉
 

〇
赤
池
子
ど
も
会
⑧
八
区
子
ど
も
会
 

〇
大
谷
子
ど
も
会
⑧
高
尾
子
ど
も
会
 

〇
高
尾
子
ど
も
会
⑨
八
区
子
ど
も
会
 

《
第
二
試
合
〉
 

o
大
浦
子
ど
も
会
⑧
⑧
天
郷
子
ど
も
会
 

o
赤
池
子
ど
も
会
⑧
大
浦
子
ど
も
会
因
 

と
試
合
も
進
行
、
熱
戦
が
つ
づ
き
、
 

大
会
も
一
段
と
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
 

ま
し
た
が
、
午
前
十
一
時
ご
ろ
か
ら
雨
 

が
落
ち
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
は
雨
に
 

も
め
げ
ず
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

正
午
近
く
に
な
り
雨
足
も
一
段
と
は
げ
 

し
く
な
っ
た
た
め
、
止
む
な
く
試
合
を
 

中
止
し
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
に
く
ら
し
げ
に
空
 

を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
 

て
期
日
を
選
定
し
、
再
開
す
る
こ
と
で
 

納
得
し
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
四
年
度
に
実
施
さ
れ
る
諸
 

事
業
（
町
営
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●
緊
急
就
労
対
策
事
業
H
市
場
公
営
住
 

宅
団
地
造
成
工
事
 

〈
工
期
〉
 
54 

年
4
月
2
日
ー
 

55 

年
3
月
 31 

日
 

●
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
廿
赤
池
総
 

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
工
事
 

〈
工
期
〉
 
54 

年
4
月
 16 

日
ー
 

55 

年
2
月
 15 

日
 

●
開
発
就
労
事
業
n
瀬
ケ
谷
住
宅
団
地
 

造
成
工
事
 

〈
工
期
〉
 
54 

年
4
月
ー
 

55 

年
1
月
 31 

日
 

●
一
般
失
対
事
業
n
新
屋
敷
ー
皿
山
線
 

9
 

五月晴れに大掃除を 

カラッと晴れわたった五月晴れは、戸外に出て思 

いきり跳びはねたくなるような、そんなすがすがし 

い気分にしてくれます。 
ところで、五月晴れの日が、ハイギングやスポー 

ツにもってこいなのは、いうまでもないことですが、 

噂生活の知恵中 として覚えておきたいのは、大掃除 

をするのによい日だということです。 

冬の間は、とかく窓を閉めがちで、掃除をしても 

ホコリは家具のスミや押し入れの中にたまります。 

また、暖房などにより外気との温度差が大きいた 

め、壁や押し入れの中には湿りけがたっぶり。 

そんなホコリや湿りけを追い出すには、五月晴れ 

の日が最適です。外気は暖かく、湿度が低いので窓 

を大きく開けて大掃除をしてください。 
また、衣服の虫干しにも適していますので大掃除 

といっしよに冬物の衣類の虫干しをして、夏物への 

衣替えをするのもよいでしょう。 
大掃除に一日を費やして、タ方ホッとしていると、 

何となく寒さを感じたりします。大掃除のせいで× 

今まで自然の目ばりとなっていたホコリまでとって 

しまい、それでスギ間風が入ってくるのかなと思っ 

たりしますが、それは大掃除のせいではありません。 

五月晴れというのは、もともとが冷たい移動性高 

気圧なのですが、日中は日差しの強さのため、外気 

の冷たさを感じなくなっているのです。また、五月 

晴れの夜は、地表からの放射熱をさえぎる雲がない 

ため、急激に冷えてしまいます。それで、よけいに 

寒さを感じるのです。 
五月晴れの日の夜は、農家の人々にとっても要注意。 

こんな日は、霜が降りやすく、やっと出た農作物の 

新芽が霜でやられてしまったりするからです。 

この晩霜と呼ばれる霜も、5月2 -3 日ごろの八 

十八夜をさかいに降りにく くなります。 
このころからは、だんだんと農作業をするのによ 

い日和となり、 「八十八夜の別れ霜」 などと、こと 

わざにもなっており、ところによっては稲の種まき 

などの目安にしています。 

簡
易
舗
装
工
事
ほ
か
十
カ
所
 

（
一
般
失
対
の
市
場
地
区
側
溝
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
）
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乳
ガ
ン
は
、
日
本
の
女
性
に
は
少
な
 

か
っ
た
の
で
す
が
、
戦
後
年
々
ふ
え
て
 

き
て
昭
和
五
十
二
年
に
は
三
六
〇
〇
人
 

が
乳
ガ
ン
で
死
亡
し
ま
し
た
。
生
活
の
 

欧
風
化
で
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
顕
著
 

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

か
か
り
や
す
い
年
齢
 

い
ち
ば
ん
多
い
の
は
四
十
歳
か
ら
六
 

十
歳
代
で
す
が
、
三
十
歳
に
な
っ
た
ら
 

毎
月
一
回
乳
房
の
自
己
検
査
を
励
行
し
、
 

し
こ
り
の
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、
 

た
め
ら
わ
ず
専
門
医
の
診
察
を
う
け
ま
 

し
ょ
う
。
ま
た
異
常
が
な
い
ひ
と
も
年
 

一
回
は
定
期
検
査
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
 

乳
ガ
ン
の
集
団
検
診
は
専
門
医
の
触
 

診
を
主
と
し
て
行
わ
れ
、
四
ー
五
％
の
 

人
が
二
次
検
診
に
ま
わ
さ
れ
ま
す
。
一
一
 

次
検
診
で
は
x
線
撮
影
、
超
音
波
検
査
、
 

組
織
検
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
受
診
者
千
 

人
に
一
人
の
割
で
乳
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
 

ま
す
が
、
早
期
ガ
ン
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

乳
ガ
ン
の
で
き
や
す
い
位
置
は
、
乳
 

房
の
外
側
上
方
が
最
も
多
く
て
 50 

％、 

つ
い
で
内
側
上
方
、
乳
首
付
近
、
外
側
下
 

方
、
内
側
下
方
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

乳
ガ
ン
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
 

灘 
ス
の
乱
れ
が
原
因
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
 

と
く
に
、
①
初
潮
の
早
か
っ
た
ひ
と
。
 

②
未
婚
か
晩
婚
の
ひ
と
。
③
こ
ど
も
の
 

少
な
い
ひ
と
。
④
離
乳
が
早
く
人
工
中
 

絶
の
回
数
の
多
い
ひ
と
な
ど
は
と
く
に
 

日
常
気
を
つ
け
て
早
期
発
見
を
心
が
け
 

て
下
さ
い
。
 

自
己
検
査
は
こ
う
し
て
 

乳
ガ
ン
は
乳
房
の
な
か
に
か
た
い
シ
 

コ
リ
が
で
き
る
の
で
、
自
分
で
気
を
つ
 

け
て
い
れ
ば
必
ず
早
期
に
み
つ
け
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
毎
月
生
理
 

が
終
っ
て
四
、
五
日
た
っ
た
こ
ろ
、
閉
 

経
し
た
ひ
と
は
毎
月
日
を
き
め
て
、
自
 

分
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

①
両
腕
を
下
げ
た
ま
ま
、
左
右
の
乳
 

房
を
鏡
に
写
し
て
み
て
、
自
分
の
正
常
 

な
乳
房
の
形
、
乳
首
の
姿
な
ど
を
よ
く
 

覚
え
て
お
き
ま
す
。
 

②
両
腕
を
挙
げ
て
正
面
、
側
面
、
斜
 

め
を
写
し
て
み
て
、
次
の
こ
と
を
調
べ
 

ま
す
。
 

A
 
乳
房
の
ど
こ
か
に
、
く
ぽ
み
や
 

ひ
き
つ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い
か
。
 

B
 
乳
首
が
へ
こ
ん
だ
り
湿
疹
の
よ
 

う
な
た
だ
れ
が
で
き
て
い
な
い
か
。
 

0
 

③
仰
け
に
ね
て
右
の
乳
房
を
調
べ
る
 

と
き
は
、
右
肩
の
下
に
座
布
団
か
う
す
 

い
枕
を
敷
き
、
乳
房
が
胸
の
上
に
平
均
 

に
拡
が
る
よ
う
に
す
る
。
 

④
 
乳
房
の
内
側
半
分
を
調
べ
る
に
 

は
右
腕
を
頭
の
う
し
ろ
に
あ
げ
、
左
手
 

の
指
の
ハ
ラ
で
外
側
か
ら
内
側
へ
、
上
 

か
ら
下
へ
静
か
に
軽
く
圧
迫
し
な
が
ら
 

触
れ
て
み
ま
す
。
 

⑤
 
外
側
半
分
を
調
べ
る
に
は
、
右
 

腕
を
自
然
の
位
置
に
下
げ
、
左
手
の
指
 

の
ハ
ラ
で
乳
首
の
内
側
か
ら
外
側
へ
、
 

下
か
ら
上
へ
触
れ
て
、
最
後
に
わ
き
の
 

下
に
も
ふ
れ
て
グ
リ
グ
リ
が
な
い
か
を
 

調
べ
ま
す
。
 

⑥
 
乳
房
を
指
先
で
つ
ま
む
よ
う
に
 

肺ガンと結核は入れ替った 

年
問
死
亡
実
数
 

・

ー

ー

ー

」

一

 】 

？
万
人
 

ー
万
人
 

難
 鱗
麟
麟
灘
麟
 

「
 

し
て
調
べ
る
と
、
異
常
が
な
く
て
も
シ
 

コ
リ
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
ら
、
必
ず
 

指
の
ハ
ラ
で
探
っ
て
下
さ
い
。
 

⑦
 
右
の
乳
房
の
検
査
が
終
っ
た
ら
、
 

同
じ
要
領
で
左
の
乳
房
を
検
査
し
て
下
 

さ
い
。
 

⑧
 
最
後
に
左
右
の
乳
首
を
軽
く
つ
 

ま
み
、
乳
を
し
ぽ
り
出
す
よ
う
に
し
て
、
 

血
の
よ
う
な
異
常
な
液
が
出
な
い
か
を
 

調
べ
ま
す
。
 

乳
ガ
ン
は
五
年
以
上
た
っ
て
か
ら
再
 

発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
治
療
 

後
十
年
目
の
成
績
で
評
価
す
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
き
の
下
に
転
移
 

の
な
い
初
期
の
ガ
ン
は
八
〇
％
近
い
治
 

療
憲
＋
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

麟
臨
舞
鷲
錨
黍
溝
議
襲
愛
？
繊
慧
舞
 

簿
醗
鋤
競
薄
翻
鷺
翻
響
譲
嚢
」
繰
鷺
 

一
 

' 
40
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昭22年25 

肺
ガ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
や
北
欧
に
多
く
、
 

第
二
次
大
戦
後
各
国
で
ふ
え
て
い
ま
す
 

が
、
と
く
に
日
本
の
ふ
え
方
が
注
目
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
七
年
に
肺
ガ
ン
死
亡
者
は
 

昭和54年5月1日 け
 

、 し 
、
一
 あ

 

口
区
 

キ
羊
 

広
 

国
民
健
康
保
険
①
 

わ
た
し
た
ち
と
国
保
 

家
族
の
だ
れ
か
が
病
気
を
し
て
入
院
 

し
た
り
、
思
わ
ぬ
事
故
で
け
が
を
し
た
 

と
き
、
も
し
、
健
康
保
険
が
な
か
っ
た
 

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
多
額
の
医
療
 

費
の
負
担
で
家
族
み
ん
な
が
苦
し
み
、
 

生
活
の
歯
車
が
す
っ
か
り
狂
っ
て
し
ま
 

い
、
肉
体
的
、
精
神
的
苦
痛
だ
け
で
な
 

く
、
経
済
的
苦
痛
ま
で
を
も
背
負
い
込
 

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
 

よ
フ
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
 

「
国
民
皆
保
険
」
と
い
う
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
 

の
収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合
い
、
 

病
気
や
ケ
ガ
に
あ
っ
た
と
き
の
医
痔
猫
貝
 

に
あ
て
よ
う
と
い
う
、
相
扶
共
済
を
目
 

的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
が
、
健
康
で
明
る
い
生
 

活
を
お
く
る
た
め
に
大
切
な
制
度
で
、
 

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
活
に
深
く
 

浸
透
し
て
い
ま
す
。
 

よ
く
、
健
康
は
病
気
に
な
っ
て
は
じ
 

。
 

め
て
そ
の
大
切
さ
が
わ
か
る
と
い
わ
れ
 

ま
す
。
健
康
保
険
も
こ
れ
に
通
じ
る
も
 

の
が
あ
り
、
 

「
元
気
だ
か
ら
病
気
に
な
 

ん
ぞ
な
ら
な
い
」
 

「
保
険
税
（
料
）
を
払
 

う
の
は
損
だ
」
と
い
う
考
え
の
人
が
い
 

る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
大
き
な
考
え
違
 

い
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

医
療
費
は
ど
の
よ
う
 

に
負
担
さ
れ
る
か
 

わ
た
し
た
ち
が
、
病
院
や
診
療
所
で
 

治
療
を
受
け
る
と
、
か
か
っ
た
医
療
猫
貝
 

の
三
割
を
窓
ロ
で
支
払
い
ま
す
。
あ
と
 

七
割
の
う
ち
、
国
が
負
担
す
る
分
が
四
 

・
五
割
、
の
こ
り
の
ニ
・
五
割
は
被
保
 

険
者
が
納
め
る
保
険
税
（
料
）
で
ま
か
な
 

わ
れ
ま
す
。
 

苦
し
い
国
保
財
政
 

国
民
健
康
保
険
と
私
た
ち
の
生
活
と
 

は
、
今
や
切
っ
て
も
切
れ
な
い
大
切
な
 

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
毎
年
の
よ
う
に
医
痔
響
お
 

の
増
加
は
著
し
く
、
ま
た
老
人
医
痔
券
貝
 

の
無
料
化
や
、
医
痔
猫
貝
の
値
上
り
の
影
 

響
と
相
侯
っ
て
、
さ
ら
に
国
保
財
政
を
 

苦
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
 

ま
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
医
療
費
が
増
え
つ
 

づ
け
る
と
せ
っ
か
く
相
扶
共
済
を
目
的
 

と
し
た
制
度
が
崩
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。
 

た
て
ま
え
と
し
て
は
、
地
方
税
法
に
 

よ
る
保
険
税
の
値
上
げ
に
よ
っ
て
、
不
 

足
分
を
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

そ
う
す
る
と
毎
年
支
払
う
保
険
税
（
料
）
 

の
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
 

肺
結
核
の
死
亡
者
を
追
い
抜
き
、
五
十
 

二
年
は
一
万
七
〇
〇
〇
人
と
な
り
二
十
 

二
年
の
約
二
〇
倍
に
達
し
、
と
く
に
男
 

子
の
ふ
え
方
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
 

肺
ガ
ン
は
気
管
支
や
肺
胞
の
ど
の
部
 

分
に
も
発
生
し
ま
す
。
肺
は
全
身
の
血
 

液
を
集
め
、
こ
れ
に
酸
素
を
補
給
す
る
 

臓
器
で
す
か
ら
、
原
発
の
肺
ガ
ン
は
血
 

液
の
流
れ
に
の
っ
て
ほ
か
の
臓
器
に
転
 

移
し
や
す
く
、
ま
た
他
の
臓
器
に
原
発
 

し
た
ガ
ン
も
肺
に
転
移
し
や
す
い
と
い
 

え
ま
す
。
 

肺
ガ
ン
を
お
こ
す
原
因
と
し
て
は
、
 

①
大
気
汚
染
、
②
粉
じ
ん
や
有
毒
ガ
ス
 

な
ど
の
多
い
特
殊
な
職
場
環
境
、
③
タ
 

バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
ー
な
ど
が
あ
げ
ら
 

J
 

り
、
皆
さ
ん
の
負
担
が
さ
ら
に
増
え
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

医
療
費
が
増
え
る
と
 

毎
年
の
よ
う
に
医
痔
響
（
の
急
激
な
値
 

上
り
で
、
医
痔
貧
貝
の
支
払
い
も
急
上
昇
 

し
、
国
保
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
が
、
 

医
療
費
の
値
上
り
が
行
な
わ
れ
な
く
て
 

も
毎
年
医
痔
省
買
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
 

で
は
、
こ
の
増
え
た
分
に
つ
い
て
は
 

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
 

わ
た
し
た
ち
が
窓
ロ
で
支
払
う
額
も
、
 

国
が
負
担
す
る
額
も
増
え
保
険
税
（
料
）
 

で
ま
か
な
う
分
も
も
ち
ろ
ん
増
え
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

今
日
の
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
増
え
続
 

け
る
医
痔
轡
《
の
勢
い
に
、
保
険
税
（
料
）
 

の
ま
か
な
い
分
で
は
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
 

ま
か
な
い
き
れ
な
く
な
っ
た
り
、
不
足
 

す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
 

税
（
料
）
を
値
上
げ
し
て
、
こ
れ
を
補
わ
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
お
医
者
に
か
か
っ
た
ら
三
 

割
の
自
己
負
担
で
す
ん
だ
と
し
て
も
、
 

医
療
費
が
著
し
く
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
 

毎
年
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
税
 

（
料
）
の
値
上
げ
と
な
り
、
わ
た
し
た
ち
 

自
身
の
フ
ト
コ
ロ
か
ら
の
出
費
が
増
え
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

医
療
費
を
節
約
し
よ
う
 

★
医
療
費
は
み
ん
な
の
も
の
 

急
カ
ー
ブ
で
上
昇
を
し
つ
づ
け
る
医
 

痔
釜
貝
に
、
今
や
国
民
健
康
保
険
制
度
そ
 

の
も
の
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

フ
 

、
 

つ
ま
り
、
「
困
っ
た
と
き
に
は
み
ん
な
で
 

助
け
合
っ
て
」
と
い
う
相
扶
共
済
の
も
 

と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
制
度
が
崩
壊
し
 

な
い
た
め
に
も
、
 

「
医
痔
曾
貝
は
み
ん
な
 

の
も
の
」
と
い
う
考
え
を
持
ち
、
医
療
 

費
を
正
し
く
適
切
に
使
っ
て
い
る
か
考
 

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

★
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
を
し
て
い
な
い
か
 

む
や
み
や
た
ら
に
医
者
通
い
を
し
た
 

り
、
よ
く
お
と
し
よ
り
に
み
ら
れ
が
ち
 

な
医
療
機
関
を
社
交
場
が
わ
り
に
し
た
 

り
、
次
々
と
お
医
者
を
変
え
た
り
し
て
、
 

大
切
な
医
港
答
〔
の
ム
ダ
使
い
に
な
っ
て
 

い
な
い
か
、
も
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
 

あ
る
と
す
れ
ば
、
国
保
財
政
を
ピ
ン
チ
 

に
陥
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
 

肝
に
銘
じ
て
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
 

★
安
易
に
医
者
に
か
か
る
な
 

国
民
健
康
保
険
が
ま
だ
で
き
て
い
な
 

い
こ
ろ
、
つ
ま
り
、
医
療
猫
只
の
全
額
を
自
 

腹
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
 

と
き
と
比
べ
、
現
在
わ
た
し
た
ち
は
、
お
 

医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、
総
医
痔
響
お
 

三
割
を
支
払
う
だ
け
で
、
そ
の
病
気
が
 

完
治
す
る
ま
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
と
 

い
う
恵
ま
れ
た
社
会
で
す
。
 

ち
ょ
っ
と
し
た
ケ
ガ
、
頭
痛
、
二
日
 

酔
等
で
安
易
に
お
医
者
に
か
か
っ
た
り
、
 

趣
味
の
よ
う
に
医
者
が
よ
い
を
す
る
な
 

ど
と
い
う
よ
う
に
、
医
痔
省
貿
を
浪
費
し
 

て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
よ
う
 

★
お
医
者
め
ぐ
り
は
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
 

お
医
者
に
か
か
っ
て
い
て
も
と
か
く
 

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
原
因
が
重
 

な
り
合
う
と
発
病
率
は
さ
ら
に
高
く
な
 

り
ま
す
。
 

肺
ガ
ン
は
四
十
歳
以
上
に
多
く
、
性
 

別
に
み
る
と
男
が
女
の
三
ー
四
倍
か
か
 

り
や
す
く
、
と
く
に
男
の
六
十
歳
以
上
 

の
死
亡
が
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

肺
野
型
と
肺
門
型
 

肺
ガ
ン
は
発
生
す
る
場
所
に
よ
っ
て
、
 

肺
門
型
と
肺
野
型
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

気
管
支
の
末
梢
や
肺
の
奥
に
で
き
る
 

肺
野
型
は
胸
部
X
線
写
真
で
発
見
で
き
 

ま
す
が
、
肺
結
核
と
間
違
わ
な
い
こ
と
 

が
重
要
で
す
。
 
一
方
肺
門
型
は
太
い
気
 

管
支
に
で
き
る
の
で
、
X
線
写
真
で
は
 

と
ら
え
に
く
く
、
気
管
支
鏡
や
略
疾
の
 

検
査
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
 

で
す
。
 キ

メ
手
は
定
期
検
診
 

肺
ガ
ン
の
集
団
検
診
は
、
 
一
般
胸
部
 

検
診
（
全
員
に
X
線
間
接
撮
影
）
に
併
 

せ
て
実
施
す
る
の
が
普
及
し
や
す
い
方
 

法
で
す
が
、
集
団
検
診
の
効
率
を
考
え
 

る
と
、
 

一
般
受
診
者
の
中
か
ら
高
危
険
 

群
を
選
び
出
し
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
疾
 

の
検
査
（
略
疲
細
胞
診
）
を
実
施
す
る
の
 

が
の
ぞ
ま
し
い
方
式
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
 

こ
の
一
次
検
診
で
、
異
常
あ
り
と
診
 

断
さ
れ
た
人
は
、
病
院
な
ど
で
二
次
検
 

診
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
 

れ
に
は
胸
部
の
断
層
撮
影
、
疾
の
く
わ
 

し
い
検
査
、
気
管
支
境
検
査
、
あ
や
し
 

い
個
所
の
組
織
を
つ
ま
み
と
っ
て
く
る
 

生
検
な
ど
が
行
わ
れ
て
最
終
的
に
診
断
 

が
下
さ
れ
ま
す
。
 

つ
づ
く
 

自
分
勝
手
な
自
己
診
断
で
自
分
と
同
じ
 

診
断
を
得
ら
れ
る
お
医
者
を
捜
し
も
と
 

め
お
医
者
め
ぐ
り
を
す
る
人
が
い
ま
す
。
 

患
者
に
あ
っ
た
適
切
な
診
療
を
し
て
 

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
診
療
中
に
転
 

医
し
た
の
で
は
、
せ
っ
か
く
の
治
療
も
 

ム
ダ
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
切
な
 

医
痔
舞
貝
を
み
す
み
す
浪
費
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
信
頼
こ
そ
病
気
を
治
す
近
 

道
な
の
で
す
。
 

★
ク
ス
リ
や
注
射
を
ほ
し
が
る
な
 

病
気
を
治
す
も
の
は
、
決
し
て
薬
で
 

は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
か
ら
だ
 

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
体
力
の
充
実
に
心
 

が
け
ま
し
ょ
う
。
 

く
す
り
や
、
注
射
は
、
病
気
を
治
す
 

よ
り
も
、
多
く
の
場
合
そ
の
症
状
を
や
 

わ
ら
げ
る
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
 

病
気
を
し
て
も
自
然
に
治
せ
る
力
が
備
 

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
な
に
に
で
も
く
 

す
り
が
必
要
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

わ
た
し
た
ち
自
身
、
や
た
ら
に
く
す
り
 

を
ほ
し
が
る
よ
う
な
こ
と
は
つ
つ
し
み
 

た
い
も
の
で
す
。
 

★
家
庭
医
を
も
と
う
 

ク
医
者
を
選
ぶ
の
も
寿
命
の
う
ち
4

と
 

い
わ
れ
ま
す
。
た
だ
た
ん
に
、
病
気
に
 

な
っ
た
と
き
だ
け
の
お
医
者
で
は
な
く
、
 

日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
状
態
や
家
族
 

の
状
況
、
生
活
環
境
な
ど
を
知
っ
て
も
 

ら
え
る
お
医
者
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。
い
 

ざ
と
い
う
と
き
に
、
適
確
な
診
断
、
ア
 

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

つ
 
づ
 
く
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阿
 
蘇
 
の
 
山
 
焼
 

阿
蘇
根
子
岳
に
放
た
れ
た
炎
の
舌
は
 

二
丈
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
、
馴
れ
て
い
 

る
は
ず
の
野
焼
勢
子
等
も
恐
れ
を
な
し
 

て
い
る
。
 

山
焼
き
を
見
て
い
る
ー
と
刻
、
今
の
 

生
活
を
忘
れ
、
遠
き
世
に
自
分
が
い
る
 

錯
覚
に
陥
ち
入
る
。
今
年
も
二
、
三
氏
 

と
共
に
阿
蘇
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
た
。
 

山
焼
き
の
情
景
が
少
し
で
も
お
解
リ
 

頂
け
れ
ば
と
思
い
、
句
を
ご
披
露
し
て
 

み
た
い
と
思
う
。
 

●
見
失
い
あ
れ
ば
初
蝶
か
と
気
づ
く
 

※
蝶
が
と
ん
で
い
る
な
と
思
い
、
そ
 

の
蝶
が
視
界
か
ら
消
え
て
、
は
じ
め
 

て
初
蝶
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
 

こ
ん
な
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
経
験
 

で
あ
る
。
 

●
未
黒
野
を
土
蜘
妹
生
き
て
走
り
を
り
 

※
業
火
の
さ
ま
に
す
ざ
ま
し
い
勢
い
 

で
野
火
が
走
り
去
り
、
 
一
面
黒
一
色
 

と
な
る
。
ふ
と
、
そ
の
未
黒
野
に
何
 

事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
土
蜘
妹
が
生
 

き
て
走
っ
て
い
る
。
生
命
の
遥
し
さ
 

を
見
る
思
い
で
あ
る
。
 

●
野
火
猛
り
い
て
鴬
の
は
っ
き
り
と
 

※
猛
り
狂
う
野
火
の
さ
程
遠
く
な
い
 

所
か
ら
、
は
っ
き
り
と
驚
の
声
が
し
 

て
く
る
。
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
驚
 

い
た
次
第
で
あ
る
。
 

●
火
を
放
ち
た
き
衝
動
に
阿
蘇
枯
野
 

※
一
と
色
に
枯
れ
墨
く
し
た
る
阿
蘇
 

の
原
野
を
見
渡
す
時
、
思
わ
ず
火
を
 

放
て
ば
、
す
ざ
ま
し
い
勢
い
で
焼
え
 

広
が
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
し
て
、
 

衝
動
に
か
ら
れ
る
思
い
で
あ
る
。
 

●
鷲
は
間
と
い
え
る
も
の
心
得
て
 

※
鴬
は
思
い
つ
き
で
は
鳴
い
て
い
な
 

い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
間
隔
を
置
い
 

て
正
確
な
リ
ズ
ム
で
、
然
も
自
信
に
 

満
ち
た
声
で
鳴
い
て
い
る
。
 

※
俳
句
は
直
感
の
「
詩
」
で
あ
る
。
 

誰
方
で
も
簡
単
に
さ
れ
る
故
、
是
非
 

お
す
す
め
し
た
い
。
阿
蘇
吟
行
の
メ
 

モ
よ
り
。
 

ー

一

歩

ー

 

あ
 
が
 
の
 
の
 
郷
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

わ
た
し
た
ち
の
住
む
こ
の
郷
は
風
光
 

明
婿
。
連
な
る
山
々
と
、
な
だ
ら
か
に
 

広
が
る
農
地
は
、
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
 

住
み
よ
い
と
こ
ろ
。
 

往
古
の
歴
史
は
、
尊
く
古
い
。
き
ざ
 

ま
れ
た
年
輪
は
と
て
も
深
い
。
だ
が
、
 

残
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
、
当
時
の
た
び
 

重
な
る
戦
渦
に
よ
る
の
か
、
そ
の
名
残
 

り
は
数
少
い
。
美
し
い
連
峰
は
た
だ
黙
 

し
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
だ
け
だ
。
 

そ
れ
が
わ
た
し
に
と
っ
て
、
た
ま
ら
な
 

く
好
き
な
の
で
あ
る
。
 

思
っ
て
み
る
と
、
こ
の
郷
に
は
今
日
 

ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
に
、
一
」
 

存
知
の
よ
う
に
焼
き
も
の
が
あ
る
。
あ
 

の
素
朴
な
焼
特
有
の
肌
の
自
然
美
は
、
 

人
の
心
を
と
ら
え
ず
に
は
お
か
な
い
。
 

そ
し
て
、
こ
の
寂
と
雅
致
に
通
じ
る
心
 

の
存
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
魅
力
あ
る
焼
 

き
も
の
の
感
触
に
、
何
時
の
世
の
人
た
 

ち
に
愛
し
愛
さ
れ
、
愛
好
さ
れ
つ
づ
く
 

磯 
I燦 
覇 
麟 

昭和54年5月1日 + カ、 し、 あ
 

報
 

広
 

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金
 

最
近
、
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
の
方
が
 

エンゼルクイズ 

【第33回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、人間の舌で甘さをいちばん感じるところ 

は？ 

④舌の先 ⑧舌の奥 ⑥舌の両側 

2 、キューピソトの矢。得恋は金の矢。さて、 

失恋は？ 

④銀 （B）銅 （@）鉛 

3 ' 「しちりん」とは？ 

④七本のタガ ⑧炭の値段 ⑥七寸の輪 

4 'がjフラワーは次のどの部分を’,tにた 

べている？ 

@）葉 ⑧果実 ⑥つぽみ 

5 、天気予報などでおなじみの気象庁は何省 

の管轄？ 

@）文部省 ⑧運輸省 ⑥自治省 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、5月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセ『ルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第32回の解答】 

1 ⑥ 2 ⑧ 3 ⑧ 4 ⑥ 5 ⑧ 

【正解者】 

今回の応募総数12通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

パート収入と所得税 

ノぐートの年収 
夫の所得から 

配偶者控除が 

パート収入に所得 

税が 

70 万円以下 受けられる かからない 

70 万円超 

79 万円以下 
受けられない かからない 

79 万円超 受けられない かかる 

多
い
よ
う
で
す
か
ら
、
こ
の
パ
ー
ト
に
 

よ
る
収
入
と
税
金
の
関
係
に
つ
い
て
説
 

明
し
ま
し
ょ
う
。
 

▲
配
偶
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
 

パ
ー
ド
収
入
に
よ
る
所
得
は
、
通
常
 

給
与
所
得
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
パ
 

ー
ト
の
年
収
か
ら
給
与
所
得
控
除
を
差
 

し
引
い
た
残
額
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
 

れ
ば
、
ご
主
人
の
所
得
税
を
計
算
す
る
 

と
き
に
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

給
与
所
得
控
除
は
、
年
収
百
二
十
五
 

万
円
ま
で
は
一
律
に
五
十
万
円
と
な
っ
 

て
い
ま
す
か
ら
、
パ
ー
ト
収
入
が
七
十
 

万
円
の
場
合
、
給
与
所
得
は
、
二
十
万
 

円
と
な
り
ま
す
。
 

▲
パ
ー
ト
収
入
に
税
金
が
か
か
る
場
 

A
ロ
 

主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
七
十
万
円
よ
 

に
ち
が
い
な
い
と
思
う
。
 

●
葉
桜
や
余
枝
の
窯
も
つ
寺
の
あ
り
 

●
新
樹
か
げ
ベ
レ
ー
よ
く
似
る
窯
主
と
 

●
新
緑
や
山
ふ
と
こ
ろ
の
の
ぽ
り
窯
 

●
瀬
音
す
る
窯
元
の
庭
峡
若
葉
 

●
夏
草
に
陶
土
白
々
積
ま
れ
あ
り
 ー

 

手
話
奉
仕
員
養
成
 

講
習
会
が
開
か
れ
ま
す
 

社
会
福
祉
法
人
赤
池
町
社
会
福
祉
協
 

議
会
主
催
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
手
話
 

奉
仕
員
養
成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

▽
対
象
者
 

福
岡
県
内
に
居
住
し
、
手
話
奉
仕
員
 

と
し
て
熱
意
の
あ
る
官
公
庁
職
員
、
社
 

会
福
祉
関
係
職
員
、
看
護
婦
、
高
等
学
 

校
以
上
の
学
生
、
一
般
希
望
者
 

▽
講
習
内
容
 

①
聴
覚
障
害
者
に
接
す
る
心
が
ま
え
 

②
手
話
の
理
論
 

③
手
話
の
技
術
 

▽
講
習
期
間
 

54 

年
5
月
 21 

日
の
ー
 54 

年
 10 

月
4
日
 

困
ま
で
 

▽
と
き
 
毎
週
2
回
（
月
・
木
曜
）
午
後
 

6
時
1
8
時
ま
で
 
35 

回
開
催
す
る
 

▽
と
こ
ろ
 

赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

▽
申
込
先
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

固
赤
池
四
六
四
六
 

赤
池
町
役
場
福
祉
同
和
課
福
祉
係
 

固
赤
池
二
〇
〇
四
 

鯉
の
ぼ
り
が
 

電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
 

『
」
注
意
く
だ
さ
い
 

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
風
物
詩
、
鯉
の
 

ぽ
り
も
電
線
の
近
く
で
泳
が
せ
る
と
思
 

わ
ぬ
感
電
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
 

ん
。
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
 

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
電
線
に
ふ
れ
る
場
所
に
、
鯉
の
ぽ
り
 

を
立
て
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
鯉
の
ぽ
り
の
支
柱
を
立
て
た
り
倒
し
 

た
り
す
る
と
き
、
電
線
に
ふ
れ
な
い
 

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
も
し
、
鯉
の
ぽ
り
が
電
線
・
電
柱
に
 

引
っ
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
電
 

柱
に
登
っ
た
り
、
物
干
ざ
お
で
と
り
 

は
ず
し
た
り
せ
ず
、
す
ぐ
お
近
く
の
 

九
州
電
力
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
 

い。 

り
多
く
な
る
と
、
配
偶
者
控
除
が
受
け
 

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
主
婦
自
身
に
も
 

所
得
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

収
入
が
い
く
ら
に
な
る
と
税
金
が
か
 

か
る
か
は
、
そ
の
人
が
受
け
ら
れ
る
所
 

得
控
除
の
金
額
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
 

例
え
ば
、
基
礎
控
除
だ
け
と
い
う
場
合
 

に
は
、
パ
ー
ト
に
よ
る
所
得
が
二
十
九
 

万
円
を
超
え
る
と
所
得
税
が
か
か
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
所
得
二
十
九
万
円
は
、
年
収
で
 

は
七
十
九
万
円
に
相
当
し
ま
す
。
 

以
上
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
別
表
の
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

▲
外
交
員
、
集
金
人
、
諸
芸
教
授
な
 

ど
の
場
合
 

こ
れ
ら
の
方
の
収
入
は
事
業
所
得
と
 

な
り
ま
す
の
で
、
収
入
か
ら
必
要
経
費
 

を
差
し
引
い
た
残
額
で
、
二
十
万
円
以
 

下
か
、
又
は
二
十
九
万
円
を
超
え
る
か
 

ど
う
か
を
判
定
し
ま
す
。
 

田
川
税
務
署
ー
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

金 金 金 金 金 金 

封
 
白
井
 

忠
（
堀
田
）
 

封
 
安
永
シ
ゲ
子
（
山
崎
）
 

封
 
香
月
 
照
美
（
大
和
町
）
 

封
 
大
塚
コ
ナ
ミ
（
西
町
）
 

封
 
松
井
 

猛
（
車
道
）
 

封
 
小
松
八
重
子
（
大
浦
）
 

ゴミはポリ袋に・・・ 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

l ポリ袋は役場衛生係で、、 

、1枚7円でおわけしますノ 

―役場衛生係ー 

金
一
封
 
藤
井
 
シ
ン
（
西
組
）
 

1

4
月
 16 

日

現

在

ー

 

〔
賛
助
会
費
〕
 
53 

生‘厘 

〇
岩
城
 
辰
美
 
12
 

ロ 

一
万
二
千
円
 

〇
議
員
互
助
会
 
36
 

ロ 
三
万
六
千
円
 

〇
太
田
 
博
文
 
20
 

ロ 
二
万
円
 

〇
池
田
 

晃
 
1
ロ 
千
円
 

〇
大
城
 
康
生
 
1
ロ 
千
円
 

〇
武
末
 
俊
枝
 
1
ロ 
千
円
 

〇
中
野
ギ
ョ
子
 
1
ロ 
千
円
 

〇
小
松
久
美
子
 
1
ロ 
千
円
 

〇
千
代
田
千
代
子
 
1
ロ 
千
円
 

〔
賛
助
会
費
〕
 
54 

年
度
 

〇
沢
永
 
源
敏
 
2
ロ
）
二
千
円
 

〇
岡
田
 
宗
治
 
2
ロ
）
一
一
千
円
 

〔寄 

付〕 

〇
大
久
保
ギ
ク
エ
 

十
万
円
（
北
九
州
 

市
門
司
区
東
新
町
二
丁
目
九
、
一
四
一
 

故
大
久
保
孝
男
氏
）
 

/ 

〔5月の休館日〕 

1 日、 4日、 7 日 I 

14日、21日、28日 

〔演 芸 日〕 

3 日、 6日、10日 

13日、17日、20日 1 

24日、27日、31日 

〔福祉バス運行予定日〕 

6 日、13日、20日 

27日 

〔仏教講演会〕 

12日田 午前11時 

、 

 ノ 



昭和54年5月1日 （⑩ け あ
 

報
 

広
 

第196号 広 報 あ か し、 

国
民
年
金
 

年
金
手
帳
を
大
切
に
 

あ
な
た
は
、
年
金
手
帳
（
ま
た
は
国
 

民
年
金
手
帳
）
を
お
持
ち
で
す
ね
。
 

こ
の
手
帳
は
、
あ
な
た
の
被
保
険
者
 

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
保
険
料
の
納
付
 

記
録
な
ど
を
記
入
し
た
、
あ
な
た
の
年
 

金
戸
籍
簿
と
も
い
え
る
大
切
な
も
の
で
 

す
。
年
金
を
受
け
る
と
き
に
、
い
ざ
こ
 

ざ
が
お
こ
っ
た
場
合
、
あ
な
た
の
立
場
 

を
守
る
立
派
な
証
明
と
な
る
も
の
で
す
 

か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
大
事
に
保
管
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

も
し
、
紛
失
し
た
り
、
破
損
し
た
リ
、
 

ひ
ど
く
よ
ご
し
た
リ
し
た
と
き
は
、
す
 

ぐ
に
再
交
付
の
手
続
き
を
役
場
年
金
係
 

へ
お
申
し
出
て
下
さ
い
。
 

五

月

は

現

況

届

を

 

今
月
は
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
 

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
 

寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
「
現
況
 

届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。
こ
の
用
紙
 

は
、
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
 

ら
れ
て
き
ま
す
。
 

「
現
況
届
」
は
、
毎
年
五
月
に
、
あ
 

な
た
や
家
族
の
状
態
な
ど
に
変
化
が
な
 

い
か
を
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
 

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な
 

も
の
で
す
。
 

も
し
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
た
 

り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
を
止
め
ら
 

れ
た
リ
、
遅
ら
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
 

あ
リ
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
日
ま
で
に
正
 

し
く
ご
記
入
の
上
、
社
会
保
険
事
務
所
 

へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

予
防
接
種
を
 

お
受
け
く
だ
さ
い
 

日
本
脳
炎
及
び
三
種
混
合
の
予
防
接
 

種
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
 

も
れ
の
な
い
よ
う
に
お
受
け
下
さ
い
。
 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
 

v
と
き
・
と
こ
ろ
 

5
月
 23 

日
困
老
人
ホ
ー
ム
（
殴
競
）
 

6
月
 15 

日
圏
市
場
小
保
健
室
（
麟
轡
 

6
月
 22 

日
圃
四
区
公
民
館
（
m
競
）
 

6
月
 26 

日
因
町
民
会
館
（
赤
池
地
区
住
民
）
 

6
月
 27 

日
困
町
民
会
館
（
も
れ
者
）
 

▽
該
当
者
 

三
歳
以
上
の
人
（
今
ま
で
に
一
度
も
 

受
け
た
こ
と
の
な
い
人
は
七
日
か
ら
 

十
四
日
の
間
を
お
い
て
二
回
、
受
け
 

た
こ
と
の
あ
る
人
は
一
回
接
種
し
て
 

下
さ
い
。
）
 

▽
持
っ
て
く
る
も
の
 
印
か
ん
 

、ー 

三
種
混
合
予
防
接
種
一
 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

5
月
 22 

日
因
 

町
民
会
館
 

6
月
 20 

日
困
 
町
民
会
館
 

▽
該
当
者
 

生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

▽
持
っ
て
く
る
も
の
 
母
子
手
帳
 

麻
し
ん
 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

5
月
8
日
因
 
赤
池
町
立
病
院
 

▽
該
当
者
 
生
後
 18 

カ
月
ー
 36 

カ
月
 

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
 30 

分
 

か
ら
午
後
3
時
ま
で
で
す
。
 

尺
八
愛
好
者
 

会
員
の
募
集
 

赤
池
地
区
「
竹
の
会
」
で
は
、
日
本
 

古
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
尺
八
を
志
ざ
 

す
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
年
齢
 
男
女
は
間
わ
ず
 

▽
練
習
日
 
毎
週
金
曜
日
 
午
後
7
時
 

▽
と
こ
ろ
 
町
民
会
館
和
室
 

▽
流
派
 

「
都
山
流
」
 

▽
連
絡
先
 
才
田
龍
美
（
大
字
赤
池
）
 

固
二
三
四
六
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。
 

福
岡
県
警
察
官
 

採
用
（
臨
時
）
試
験
 

福
岡
県
警
穴
至
月
採
用
（
臨
時
）
試
験
 

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

▽
採
用
予
定
人
員
 
約
百
七
十
人
 

▽
試
験
日
時
 

第
一
次
試
験
 
6
月
3
日
（
日
）
 

第
二
次
試
験
 
7
月
上
旬
 

▽
試
験
地
 
県
内
四
地
区
で
行
い
ま
す
。
 

福
岡
市
、
北
九
州
市
、
飯
塚
市
、
 

久
留
米
市
 

▽
受
験
資
格
 

警
察
官
A
廿
学
校
教
育
法
に
規
定
す
 

る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
の
卒
業
者
 

警
察
官
B
廿
上
欄
以
外
の
者
 

※
い
ず
れ
も
昭
和
 26 

年
4
月
2

日
か
 

ら
昭
和
 36 

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
 

れ
た
男
子
 

▽
受
験
申
し
込
み
の
受
付
期
間
 

5
月
 18 

日
（
金
）
ま
で
 

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
 

▽
身
体
検
査
基
準
 

身
長
百
六
〇
些
以
上
 
胸
囲
七
八
竺
 

以
上
 
体
重
四
十
七
キ
ロ
以
上
 

▽
採
用
 
54 

年
9
月
以
降
 

〇
初
任
給
 

高
校
卒
 
約
九
二
、
七
〇
〇
円
 

短
大
卒
 
約
九
九
、
八
〇
〇
円
 

大晋一 

ー
約
一
〇
七
、
九
〇
〇
円
 

▽
問
い
合
わ
せ
先
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
一
ー
一
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
 

固
〇
九
ニ
ー
七
四
一
ー
二
二
三
一
 

又
は
田
川
警
察
署
警
務
課
 

固
〇
九
四
七
四
ー
②
ー
二
一
二
〇
 

7
、
一
ー
一
、
、
《
1
】一1
ョ
 
く
ー
レ
、
じ
、
 

〉管、」に』f
『
ノ
“
廷
言
月
「
a
料
勃
m
 

交
通
事
故
加
害
者
及
び
被
害
者
の
手
 

軽
な
相
談
相
手
と
な
ら
れ
る
巡
回
交
通
 

事
故
相
談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
 

プ

）

 

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 

5
月
9
日
（
水
）
飯
塚
市
・
直
方
市
 

5
月
 23 

日
（
水
）
田
川
市
 

5
月
 25 

日
（
金
）
飯
塚
市
 

▽
と
こ
ろ
 

直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
〇
九
四
九
ニ
ー
②
ー
〇
五
五
〇
 

飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
〇
九
四
八
ニ
ー
②
ー
五
五
〇
〇
 

田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
〇
九
四
七
四
ー
 
ー
二
〇
〇
〇
 

戦
傷
病
者
補
装
具
 

支
給
等
巡
回
相
談
 

五
十
四
年
度
戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
 

等
巡
回
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
 

す。 ▽
相
談
対
象
者
 

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
 

る
者
で
、
公
務
上
の
傷
病
に
よ
り
次
の
 

障
害
の
状
態
が
あ
る
者
 

〇
補
装
具
の
装
着
を
必
要
と
す
る
者
 

〇
更
生
医
療
を
必
要
と
す
る
者
 

▽
携
行
品
 

相
談
来
訪
者
は
、
当
日
「
戦
傷
病
者
 

手
帳
」
及
び
「
印
か
ん
」
を
必
ず
持
参
 

す
る
こ
と
。
 

▽
と
き
 

5
月
 23 

日
（
水
）
川
崎
町
中
央
公
民
館
 

5
月
 31 

日
（
木
）
田
川
市
市
立
体
育
館
 

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
よ
り
 

午
後
三
時
ま
で
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 


